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交運労協第36回定期総会開催 

ポスト・コロナ時代における持続可能な 

交通運輸・観光産業の確立に向けた方針を確立！ 

交運労協は、10月６日13時より田町交通ビル6階大ホールにおいて、第36

回定期総会を開催した。 

園田龍一副議長(交通労連委員長)の挨拶

で開会した総会は、資格審査委員会に森田

貫二代議員(全自交)、蓮見牧子代議員(自治

労・全国一般)、慶島譲治事務局次長を選出

し、招集代議員76名中71名の出席、特別代

議員10名中10名の出席の報告を受け、総会

成立を確認した。続いて、総会議長団とし

て中山耕介代議員(ＪＲ連合)、本野一男代議員(鉄構労)を選出し、議事を進

行した。 

交運労協を代表して住野敏彦議長は、

「新型コロナウイルス感染拡大により交

通運輸・観光産業は大打撃を受け、多く

の組合員が生活悪化と雇用不安にさらさ

れている。この間、事業の維持・存続と

雇用確保に向け、政党はじめ関係省庁に

対し要請行動を展開してきたが、引き続

き状況に応じて対処していきたい。今後、エッセンシャルな産業としてのあ

るべき姿を確立するとともに、ポスト・コロナ時代を見据えた大胆な政策立

案に向けた取り組みを進めていく。取り巻く状況が急速に変化し、新たな課

題が山積するなか、交通運輸・観光産業のこれから先の展望を見据えたとき、

一産別だけでは解決しきれない大きな転換点に差し掛かっている。交運労協
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としてワンチームに大きく飛躍し、力量を果敢に発揮していこう」と挨拶し

た。 

今総会はコロナ禍を受けて来賓は連合

のみとし、挨拶に立った神津里季生会長

は、「今回のパンデミックによって、皆

さん方の関わっている産業分野にかなり

偏って影響が出ているというのが、連合

の抱えている大きな課題である。労働組

合があることによって、ＩＬＯの基本原

則にある政労使の三者構成という大事な枠組みがある。このような非常時に

おいて、この枠組みを使わない手はないということで、この間、連合は政府

と労働政策対話を進めてきた。今日この場にお集まりの皆さん方の抱えてい

る産業実態はもちろん、働く者の立場でどういった思いを持っているのかと

いうことで、次回開催することについて政府との間でも認識が共有されてい

る。関わる産業の皆さん方にご足労いただくということも、今視野に置いて

いることを申し上げておきたい」と述べた。 

続いて、祝電・メッセージ披露に移り、政策推進議員懇談会の近藤昭一会

長(衆議院議員)、厚生労働省の村山誠政策立案総括審議官、国土交通省の久

保田雅晴公共交通・物流政策審議官のメッセージが披露された。以降、事務

局より2020年活動報告、決算報告および会計監査報告を行った後、休憩に入

った。再開後、事務局より2021年活動方針案および予算案を提案した後、質

疑応答に入った。 

 

【航空連合：宮本範之副事務局長】 

新型コロナウイルス感染症の影響で航空関連産

業はもちろん、交運労協に集うすべての交通・観

光産業で甚大な影響が出ており、未曽有の危機の

中にある。多くの企業で一時帰休を導入せざるを

得ない状況が続いており、そのような中で、雇用

調整助成金の特例措置の延長や、各種公租公課の

支払い猶予や減免は大変重要と考えている。これ

らの政策要請については各産別組織でも取り組ん

でいくことと思うが、交運労協としても取り組み

を継続していただきたい。 

併せて、需要回復という観点では、各交通モード・観光地の感染予防対

策を世の中にしっかりと伝えていくことが重要であり、その点については
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事業者も様々な工夫をしている。交運労協としても安全・安心な交通を広

く社会へ発信することを目的として、プロモーションビデオを作成してい

くことを提案いただいたが、大いに賛同したい。ぜひこの点についても移

動や観光需要の早期回復を目指して、取り組みを進めていただきたい。 

 

【ＪＲ総連：小林陽介政策・政治部長】 

 ＪＲグループにおいても外出自粛、移動の制

限による影響をまともに受け、2020年度第一四

半期決算はＪＲ発足以降、最低最悪な数字とな

った。現場で働く組合員は、何日も空走り状態

の新幹線に乗務し、はじめて経営の危機を感じ

たと言う。家族からも年末手当やこの先の将来

を不安視する声が日に日に大きくなり、８月と

９月に国交省と厚労省に要請行動を取り組んできた。 

 いま職場ではコロナ罹患の休業をめぐって不平不満が出ている。コロナに

罹患した組合員は業務中に感染したかどうかの判断がつかないことから、私

傷病か年休の選択を迫られている。個別の労使関係においては議論している

が、会社は厚労省が示すガイドラインを理由に協議は難航している。公共交

通に従事する労働者は、いつでも、どこでも、感染リスクを抱えており、交

運労協に結集するすべての仲間においても共通の課題だと思う。 

 方針書にもあるように、コロナ禍における減収や雇用を含めた労働環境の

整備は、一事業者や一産別の取り組みでは限界があり、交運労協の力添えが

必要だ。くわえて事業者の経営体力も限界にきており、新たな法整備や助成

金など、国の対応強化を可能とする政策課題の実現が急務である。 

 

【ＪＲ連合：中村鉄平交通政策部長】 

 政府による緊急事態宣言以降、鉄道・バスの利用

状況は急激かつ大幅な減少となり、船舶やホテル・

旅行業など多くの業種業態を含め、休業等に追い込

まれ、私たち働く者も一時帰休等の対応を余儀なく

された。この間、雇調金や公租公課の負担軽減など

の緊急経済対策を活用しながら、ＪＲ産業労使も一

体となって対応してきたが、収束が見えない。現在、

ＧｏＴｏキャンペーンが展開されているが、移動手

段は自家用車がほぼすべてであり、公共交通は瀕死

状態に陥っている。間違っても高速道路偏重の政策などは許してはならず、
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議員懇を通じて訴えていただきたい。また、2021年度予算・税制あるいは３

次補正予算において、必要な支援実施が実現できるようＪＲ連合としても労

使で意思疎通を図りながら取り組んでおり、交運労協や加盟各産別とも連携

していきたい。 

 ニューノーマルといわれる社会変容がもたらされようとしているが、公共

交通の利用に対する意識も様変わりし、私たちが提供すべきサービスも変化

が求められると思う。ＪＲでも終電の繰り上げや運賃制度の見直しにむけた

動きがある。また、需要の平準化も有効ではないかと考えるが、一事業者の

力ではどうにもならず、社会全体の理解がなければ実現し得ない。交運労協

としても「交通運輸・観光産業のあるべき姿」を提示していく取り組みを進

めていくとしているが、こうした認識に立ちポストコロナにむけて展開して

いくことをＪＲ連合としても求めたい。 

 公共交通のあり方、将来像を私たちが真剣に考えていかないと、このまま

行けば、相当の雇用が傷む状況が生まれるだろう。個別の産業や産別でやれ

るレベルを越えており、今こそ交運労協の真価が問われているのではない

か。政府も巻き込んでしっかりと議論していくべきである。 

 

【航空連合：榎原あやこ副事務局長】 

航空連合は、これまで国の目標である訪日外国人

旅行客 2030 年までに６千万人の受け入れに向け

て、各空港において働く者のための環境整備に取り

組んできた。具体的には交通労連のご協力のもと、

全国の空港で働く方々との意見交換や、政策に関す

る議論、女性役員のネットワークづくりなどを実施

している。利用者や働く者にとって便利で使いやす

い空港であること、そして災害に強い空港とするた

めに、航空連合内部の会議でも継続的に議論し、政

策提言を策定しているが、より良い空港とするためには産別の枠に留まら

ず、全国の空港で働く方々や、各空港に乗り入れている電車・バス・タクシ

ーなどの他交通モードのみなさんとの意見交換が欠かせないと考えている。 

より良い空港をめざすこと、そして今後の反転攻勢を見すえて、空港全体

でとらえて周辺アクセスを含めた議論を続けることが重要だと考える。今

後、ウイズ・コロナ、アフター・コロナの空港のあり方を検討する上でも、

様々な交通モードの仲間が集まる交運労協の中で議論する機会を作ってい

ただきたい。 
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以上の発言に対して、髙松伸幸事務局長より答弁を行った後、代議員の拍

手により全議案は承認された。 

続いて、松永次央役員推薦委員

長(全自交書記長)より2021年役員

体制について提案、承認され、松

谷哲治前事務局次長が退任挨拶、

新役員を代表して住野議長が挨拶

を行った。総会宣言案を慶島事務

局次長が読み上げ、採択され、す

べての議事が終了した。 

議長団解任後、長谷川武久副議

長(全日建会長)が閉会挨拶を行い、最後に住野議長の「団結がんばろう」で

総会は16時に終了した。 

以 上 

 

【別紙】 

・2021年役員名簿 

・総会宣言 

・祝電・メッセージ 
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